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レ ン ズ
モノマー

ス
イ
ス
社
を
買
収

三
井
化
学
、品
揃
え
拡
充

有 機
トランジスタ

移
動
度
１
ケ
タ
向
上

塗
布
型
、結
晶
化
法
を
開
発

���������������
���������������

化学品など領域拡大
環境分野で新規事業も

新生ＪＣＩＩが始動

政
府
は
今
夏
の
最
大
１
５

０
０
万
�
�
の
電
力
不
足
対

策
と
し
て
電
力
使
用
制
限
令

を
発
動
す
る
方
針
。
ピ
ー
ク

時
の
使
用
最
大
電
力
を
前
年

比
２５
％
程
度
カ
ッ
ト
す
る
方

向
で
調
整
し
て
お
り
、
月
内

に
政
策
を
ま
と
め
る
。
日
本

経
団
連
も
自
主
的
節
電
計
画

を
月
内
に
策
定
す
る
と
し
て

い
る
。

産
業
の
川
上
部
門
で
あ
る

石
油
・
石
化
産
業
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
東

北
電
力
、
東
京
電
力
管
内
の

製
油
所
、
石
油
化
学
の
事
業

所
は
す
べ
て
自
家
発
電
装
置

を
備
え
て
お
り
、
全
量
を
自

家
発
電
で
賄
え
な
い
と
し
て

も
ロ
ー
ド
を
下
げ
る
こ
と
で

対
応
で
き
そ
う
だ
。

鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
全

製
造
設
備
が
停
止
中
で
、
２

カ
月
後
を
め
ど
に
復
旧
を
急

い
で
い
る
。
三
菱
化
学
、
鹿

島
石
油
な
ど
に
電
力
を
供
給

し
て
い
る
北
共
同
発
電
は
６５

万
�
�
の
能
力
を
有
し
、
需

要
量
３０
万
�
�
に
対
し
大
幅

な
余
剰
能
力
が
あ
る
。
す
べ

て
の
発
電
設
備
を
同
時
に
稼

働
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
５０
万
�
�
程
度
の
稼
働

は
可
能
で
、
最
大
２０
万
�
�

を
東
京
電
力
に
供
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
復
旧
を
進
め

る
な
か
で
検
討
す
る
。

三
菱
化
学
は
直
江
津
事
業

所
（
新
潟
県
）
で
休
止
中
の

自
家
発
電
設
備
を
稼
働
さ

せ
、
東
北
電
力
に
供
給
す
る

こ
と
を
決
め
て
い
る
。
重
油

タ
ー
ビ
ン
１６
基
を
持
ち
、
能

力
は
合
計
８
万
６
３
０
０
�

�
。千

葉
地
区
の
三
井
化
学
、

住
友
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は

全
量
自
家
発
電
で
必
要
量
を

賄
う
こ
と
が
可
能
。
両
社
と

も
東
京
電
力
に
供
給
で
き
る

余
力
が
あ
る
か
調
査
し
て
い

る
。製

油
所
で
は
、
Ｊ
Ｘ
日
鉱

日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
川
崎
、

根
岸
と
も
に
Ｉ
Ｐ
Ｐ
（
独
立

系
発
電
事
業
者
）
を
実
施
し

て
い
る
。
稼
働
率
を
引
き
上

げ
て
余
剰
を
東
電
に
供
給
す

る
方
針
。
東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
も

同
様
の
方
針
。

す
で
に
各
社
は
自
家
発
電

の
稼
働
を
高
め
、
東
京
電
力

か
ら
の
ピ
ー
ク
時
の
受
電
を

大
幅
に
減
ら
す
措
置
を
と
っ

て
い
る
。
た
だ
、
重
油
を
購

入
し
て
発
電
す
る
た
め
、
１

カ
月
で
１
億
円
以
上
の
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
事

業
所
も
あ
る
。
ま
た
、
夏
場

に
自
家
発
電
に
よ
り
重
油
需

要
が
増
大
す
れ
ば
、
重
油
の

安
定
供
給
確
保
、
硫
黄
分
規

制
の
一
時
緩
和
な
ど
の
対
応

も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
内

の
誘
導
品
各
社
に
は
自
家
発

電
設
備
を
備
え
て
い
な
い
事

業
所
が
あ
り
、
早
急
な
発
電

設
備
の
設
置
あ
る
い
は
ピ
ー

ク
カ
ッ
ト
に
対
応
し
た
生
産

計
画
策
定
が
必
要
に
な
る
。

政
府
は
今
夏
に
電
力
使
用
制
限
に

踏
み
切
る
が
、
東
日
本
の
石
油
化
学

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
操
業
に
大
き
な
支

障
は
生
じ
な
い
見
通
し
だ
。
す
べ
て

の
製
油
所
、
ナ
フ
サ
ク
ラ
ッ
カ
ー
が

自
家
発
電
設
備
を
備
え
て
お
り
、
製

油
所
に
よ
っ
て
は
必
要
量
を
全
量
賄

え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
発
電
に

不
可
欠
な
重
油
確
保
に
必
要
な
稼
働

は
維
持
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
。
余
剰

能
力
が
あ
る
事
業
所
は
電
力
会
社
へ

の
売
電
で
貢
献
す
る
。
燃
料
油
、
基

礎
素
材
と
い
っ
た
産
業
の
川
上
部
門

の
稼
働
は
維
持
さ
れ
そ
う
だ
が
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
確
保
に
は
自
家

発
電
設
備
を
持
た
な
い
事
業
所
が
多

い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
、
電
子
部
品

な
ど
川
下
部
門
の
影
響
を
確
認
す
る

こ
と
が
不
可
欠
だ
。

三
井
化
学
は
７
日
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
モ

ノ
マ
ー
の
製
造
・
販
売
企
業

で
あ
る
ス
イ
ス
の
ア
コ
モ
ン

を
買
収
し
た
と
発
表
し
た
。

ア
コ
モ
ン
の
株
主
で
あ
る
独

オ
ー
ク
タ
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
系
フ
ァ
ン

ド
お
よ
び
ア
コ
モ
ン
経
営
陣

と
の
間
で
株
式
譲
渡
契
約
を

締
結
し
、
三
井
化
学
１
０
０

％
子
会
社
と
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
。
買
収
金
額
は
非
公

表
。
株
式
譲
渡
は
４
月
６
日

に
完
了
し
た
。
ア
コ
モ
ン
は

中
〜
低
屈
折
分
野
に
強
み
を

持
ち
、
高
屈
折
分
野
を
得
意

と
す
る
三
井
化
学
は
、
今
回

の
買
収
で
幅
広
い
品
揃
え
が

可
能
と
な
る
。

ア
コ
モ
ン
は
ア
ク
ゾ
お
よ

び
エ
ニ
ケ
ム
の
メ
ガ
ネ
レ
ン

ズ
モ
ノ
マ
ー
事
業
か
ら
出
発

し
て
い
る
企
業
で
、
２
０
０

７
年
の
設
立
。
資
本
金
は
１

０
０
万
ス
イ
ス
�
（
約
９
２

０
０
万
円
）
で
、
従
業
員
は

約
４０
人
。
中
〜
低
屈
折
率
の

レ
ン
ズ
モ
ノ
マ
ー
で
は
世
界

シ
ェ
ア
４０
％
強
と
第
２
位
の

地
位
に
あ
る
。
ス
イ
ス
に
本

社
を
置
き
イ
タ
リ
ア
、
米
国

に
製
造
拠
点
を
置
く
。
販
売

は
世
界
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
い
る
が
、
と
く
に

中
国
市
場
に
強
い
。

三
井
化
学
は
競
争
優
位
事

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
掲

げ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
メ
ガ
ネ

レ
ン
ズ
モ
ノ
マ
ー
を
成
長
ド

ラ
イ
バ
ー
と
位
置
付
け
て
Ｍ

＆
Ａ
（
合
併
・
買
収
）
を
含

め
た
事
業
拡
大
を
推
進
し
て

い
る
。
高
級
メ
ガ
ネ
に
用
い

ら
れ
る
薄
型
レ
ン
ズ
材
料
と

な
る
高
屈
折
率
レ
ン
ズ
モ
ノ

マ
ー
で
は
世
界
シ
ェ
ア
８０
〜

９０
％
を
得
て
い
る
。

ア
コ
モ
ン
を
買
収
し
た
こ

と
に
よ
り
、
高
屈
折
率
か
ら

低
屈
折
率
ま
で
幅
広
い
品
揃

え
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
成
長
市
場
と
位

置
付
け
る
中
国
展
開
の
本
格

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
考

え
。 Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
な
ど

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）、大
阪
大
学
、
広
島
大
学
、

大
阪
府
立
産
業
技
術
総
合
研

究
所
の
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ

は
７
日
、
世
界
最
高
性
能
を

持
つ
印
刷
可
能
な
有
機
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
を
開
発
し
た
と
発

表
し
た
。
有
機
物
半
導
体
を

塗
布
す
る
と
と
も
に
、
結
晶

化
す
る
方
法
を
開
発
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
典
型
的
な
塗

布
型
有
機
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の

性
能
を
１
ケ
タ
以
上
も
上
回

る
１０
平
方
�
�
／
�
秒
を
超

え
る
キ
ャ
リ
ア
移
動
度
を
達

成
し
た
。「
曲
が
る
テ
レ
ビ
」

や
低
コ
ス
ト
情
報
機
器
の
開

発
に
応
用
で
き
る
と
み
て
い

る
。有

機
物
半
導
体
を
使
う
有

機
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
は
、
ゲ
ー

ト
電
圧
を
変
化
さ
せ
て
流
れ

る
電
流
を
制
御
す
る
ス
イ
ッ

チ
素
子
。
有
機
物
半
導
体
材

料
は
、
シ
リ
コ
ン
な
ど
の
無

機
半
導
体
材
料
よ
り
も
作
製

が
容
易
な
う
え
安
価
。
曲
が

る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
い
っ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
用
途
も
期
待
で

き
る
た
め
、
次
世
代
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
な
ど
基
本
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
素
子
へ

の
応
用
開
発
が
盛
ん
。

た
だ
、
薄
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
を
高
速
で
制
御
す

る
性
能
（
移
動
度
）
と

低
コ
ス
ト
で
簡
便
な
成

膜
方
法
を
両
立
す
る
こ

と
が
困
難
だ
っ
た
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

有
機
半
導
体
分
子
が
規

則
正
し
く
配
列
し
た
結
晶
構

造
を
実
現
す
る
新
た
な
成
膜

プ
ロ
セ
ス
を
確
立
。
さ
ら
に
、

新
規
有
機
半
導
体
材
料
「
ア

ル
キ
ル
Ｄ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
」
や
ア
レ

イ
状
に
配
列
す
る
印
刷
技
術

も
開
発
し
た
。

今年からスタートした中期経営計画
で、エコカー向け材料や天然繊維複合

化材料の事業化を目指す。エコカー関連で
は金属代替などを目的とした新規エンプラ
材料の研究開発を進める一方、バイオポリ
マー関連ではポリアセタール樹脂中に高純
度セルロース繊維を分散させたものや、ポ
リ乳酸をブレンドしたＰＢＴ系材料の開発
に取り組み、新規事業の立ち上げを急ぐ。

化
学
技
術
戦
略
推
進
機
構

（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
）
が
体
制
を
変

更
し
、
４
月
か
ら
「
化
学
研

究
評
価
機
構
」
と
し
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
事

業
領
域
を
従
来
の
高
分
子
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
化
学

品
、
食
品
に
も
広
げ
、
環
境

・
安
全
分
野
を
軸
に
材
料
評

価
手
法
や
新
規
材
料
の
研
究

開
発
、
調
査
研
究
、
試
験
評

価
事
業
を
推
進
。
と
く
に
試

験
評
価
事
業
を
強
化
す
る
。

新
規
事
業
と
し
て
、
環
境
分

野
に
か
か
わ
る
調
査
研
究
や

認
証
事
業
も
立
ち
上
げ
る
計

画
。
新
た
に
発
足
し
た
新
化

学
技
術
推
進
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｃ

Ｉ
）
と
連
携
し
な
が
ら
、
一

般
財
団
法
人
と
し
て
事
業
を

さ
ら
に
強
化
す
る
。

新
生
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
は
、
Ｊ
Ｃ

Ｉ
Ｉ
の
戦
略
推
進
事
業
を
新

化
学
発
展
協
会
に
移
管
・
統

合
し
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｉ
が
設
立
す

る
こ
と
に
合
わ
せ
事
業
を
再

構
築
し
、
１
日
に
発
足
し
た
。

今
年
度
内
に
公
益
法
人
か
ら

一
般
財
団
法
人
に
移
行
す
る

予
定
で
、
一
般
法
人
と
し
て

事
業
領
域
を
化
学
品
、
食
品

に
拡
大
。
化
学
技
術
関
連
分

野
に
お
け
る
材
料
評
価
手
法

の
開
発
、
標
準
化
・
規
格
化

な
ど
を
進
め
る
。
８
月
に
一

般
財
団
法
人
移
行
認
可
を
内

閣
府
に
申
請
す
る
。

産
学
官
連
携
に
よ
り
共
通

基
盤
技
術
や
新
規
材
料
の
開

発
な
ど
に
取
り
組
む
研
究
開

発
事
業
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
、
省
エ
ネ
対
策
分
野
な
ど

に
重
点
を
置
く
。
新
テ
ー
マ

と
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

加
工
業
の
強
化
も
掲
げ
、
国

の
支
援
制
度
を
活
用
し
て
汎

用
材
料
の
高
度
化
や
成
型
機

や
ソ
フ
ト
の
高
度
化
を
進
め

る
。
第
三
者
機
関
と
し
て
試

験
評
価
事
業
を
強
化
す
る
た

め
、
高
分
子
試
験
・
評
価
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
拡
張
し
、

食
品
や
化
学
品
、
ナ
ノ
物
質

の
分
析
・
評
価
な
ど
に
も
事

業
範
囲
を
拡
大
す
る
。

母
体
の
セ
ル
ロ
イ
ド
検
査

協
会
が
発
足
し
て
約
６０
年
。

「
海
外
生
産
シ
フ
ト
、
食
の

安
全
問
題
、
バ
イ
オ
マ
ス
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ナ
ノ
物
質
の

登
場
な
ど
、
環
境
は
変
化
し

て
い
る
。
単
純
な
過
去
の
延

長
で
は
だ
め
。
新
た
な
も
の

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
」（
宗

内
誠
人
常
務
理
事
）
考
え
。

省
エ
ネ
対
策
や
ナ
ノ
テ
ク
に

か
か
わ
る
調
査
研
究
、
試
験

・
分
析
を
始
め
る
と
と
も

に
、
制
度
化
が
予
想
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
削
減

に
関
す
る
認
証
事
業
を
新
規

事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
る
こ

と
を
目
指
す
。

３ ボトルキャップ再開－クラウンコルク

４ 半導体向けボラジン絶縁材料－産総研

７ 新興国で殺虫剤市場開拓－フマキラー

８ 伊グループ会社のＲ＆Ｄ拡充－ＣＢＣ

５ ホウ砂・ホウ酸特集

今
年
２
月
、「
歌
劇
マ
イ
ス
タ
ー

ジ
ン
ガ
ー
」
の
舞
台
と
な
っ
た
都

市
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
を
訪
れ
る
機

会
を
得
た
。
ド
イ
ツ
は
国
の
あ
ち

こ
ち
に
こ
う
し
た
中
堅
都
市
が
あ

っ
て
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
る
。

最
大
の
都
市
で
あ
る
首
都
ベ
ル
リ

ン
の
人
口
は
３
５
０
万
人
前
後
だ
▼
一
方
、
東
京
都
の

人
口
は
１
０
０
０
万
人
を
大
き
く
超
え
る
。
こ
れ
に
隣

接
す
る
通
勤
圏
内
の
人
口
を
加
え
た
い
わ
ゆ
る
�
グ
レ

ー
タ
ー
東
京
	
は
約
３
０
０
０
万
人
。
世
界
的
に
も
こ

れ
だ
け
の
人
口
集
中
都
市
は
稀
で
あ
る
。
今
回
の
大
震

災
で
、
こ
の
大
都
市
は
地
震
の
大
き
な
揺
れ
に
持
ち
こ

た
え
、
被
災
地
救
援
の
中
心
拠
点
と
し
て
役
割
を
果
た

し
た
▼
だ
が
、
も
し
さ
ら
に
震
度
が
大
き
か
っ
た
り
、

震
源
地
に
近
か
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
弊
社
か
ら
見
え

る
高
速
道
路
で
大
き
く
揺
れ
て
い
た
バ
ス
は
地
上
に
落

下
、
大
惨
事
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
光
景
は
東
京
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
た

か
も
し
れ
な
い
▼
東
京
は
そ
の
強
さ
を
示
し
た
半
面
、

こ
こ
が
崩
れ
た
ら
、
日
本
全
体
の
機
能
が
マ
ヒ
し
て
し

ま
う
恐
怖
感
も
今
回
の
震
災
は
与
え
た
。
一
極
集
中
の

功
罪
は
古
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
だ
。
だ
が
、
想
像
も
し

な
か
っ
た
大
地
震
を
体
験
し
て
、
本
気
で
一
極
集
中
の

見
直
し
、
首
都
移
転
の
機
運
は
盛
り
上
が
っ
て
こ
な
い

だ
ろ
う
か
▼
政
治
も
経
済
も
文
化
も
な
に
も
か
も
一
点

に
集
ま
る
こ
と
の
便
利
さ
と
怖
さ
。
明
後
日
は
東
京
都

を
は
じ
め
、
全
国
で
多
く
の
首
長
が
選
ば
れ
る
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響

の
た
め
、
特
別
紙
面
編
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
部
地
域
で
遅

配
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
読
者
の
皆
様
に
深
く

お
詫
び
し
ま
す
。
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〔東日本の石油化学コンビナートにおける自家発電などの状況〕

備 考

仙 台

鹿島地区

三菱化学、鹿島石
油、鹿島電解、信越
化学、鹿島塩ビモ
ノマーなどに供給

旭硝子、ＪＳＲ、クラ
レ、三菱ガス化学、Ａ
ＤＥＫＡ、三井化学、
カネカなどに供給

千葉地区

コンビナート各社
に供給

東洋スチレンに供
給

日本ポリプロ、シー
ジーエスター、京葉
ポリエチレンに供給

コンビナート各社
へ供給

川崎地区

東燃化学に供給

根岸地区

計画停電への対応策など

地震で自動停止。点検、修理中で、現在
はボイラー、タービン各１基が低稼働。
復旧時期のめどは立たず。東電からの受
電も受けているが、通常時の需要は３０万
㌔㍗なので、自家発電のみでも対応可能

一部のみ稼働。さらに稼働を上げる
準備中。燃料の手配次第。再開の時
期は不明

自家発電で賄える。余剰を売電
設備をすべて稼働させる能力はない
自家発電で全量賄うことは可能。売
電する余力があるか検討中

現状は停電はなく、通常ベースの運
転を図りつつある

自家発電ですべて賄える

現在は自家発電を動かし、東電から
の購入量を減らしている

千葉工場には自家発電はないので、東
電の供給に従うことになる。停電予定
の連絡があれば、現在稼働しているプ
ラントを停止することになるだろう

電力は基本的に自家発電で賄える。
電力量の削減よりも自家発電からの
安定供給を求められている状態

対応は検討中
設備をすべて稼働させる能力はない
設備をすべて稼働させる能力はない
設備をすべて稼働させる能力はない

自家発電および東電から受電。全量
自家発電で賄うことは可能。余力の
有無について検討

稼働率引き上げで余剰を東電に売電

グループ会社の自家発電設備がない
か調査中
稼働率引き上げで余剰を供給

自家発電のフル活用と同時に工場内
スチームの有効利用で対応する

震災前から自家発電増強中で、年内
には全量自給可能
コジェネ設備の稼働で節電に対応は可能

余剰を東電に売電

自家発電の能力

１４万５７５０㌔㍗

６５万㌔㍗

１４万㌔㍗

３万７０００㌔㍗
非公表

１７万㌔㍗

２万１５００㌔㍗。スチ
ームが９０００㌔㍗、ガ
スが１万２５００㌔㍗

非公表

７万５０００㌔㍗

非公表
８万７１００㌔㍗
９万５０００㌔㍗
非公表

非公表

東京ガスとの合弁
である川崎天然ガ
ス発電８０万㌔㍗

非公表

川崎は１２万４０００㌔
㍗。横浜は非公表

非公表

５４万８５５０㌔㍗。内
訳はスチーム６万
８５５０㌔㍗、ガス発
電４万９０００㌔㍗、
ガス化複合発電所
４３万１０００㌔㍗

自家発電の有無

７基

ボ イ ラ ー４基（重
油、ペトロコークス
が２基ずつ）、ター
ビン５基

重油ボイラー２基

１基（ガスタービン）
あり
排熱、ガスなど複数
種類を稼働

東電からの全量購入

２基（スチームター
ビン、ガスタービン
１基ずつ）

千葉に２基の火力発
電所

東京電力から購入

千葉に日立製作所と
合弁の自家発電の会
社

あり
６基
２基
あり

あり

ガスタービン２基

全量東電からの受電

あり

川崎（売電専用）、横
浜でペトロコークス
を使った火力が２基

あり

東電から全量受電

スチーム発電機ほか

企 業 名

ＪＸ仙台

鹿島北共同発電

鹿島南共同発電

京葉エチレン
極東石油

三井化学

ＪＳＲ

丸善石油化学

電気化学工業（丸善
石化コンビ）

宇部興産（同）

チッソ（同）

旭硝子（同）
出光興産千葉製油所
同千葉工場
富士石油

住友化学

ＪＸ川崎

旭化成川崎工場

東燃ゼネラル

昭和電工

日本ゼオン

日本触媒

ＪＸ根岸 環境対応エンプラの開
発を加速�ポリプラ ２

自自
家家
発発
活活
用用
でで
対対
応応
可可
能能

今夏の電力制限 コンビナート操業は

復
旧
急
ぐ
鹿
島
、売
電
も
検
討

ア
レ
イ
状
に
配
列
す
る
印
刷

技
術
も
開
発

重油のコスト増懸念

�

川下の影響カギサプライ
チェーン

東
日
本
大
震
災
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